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私はアメリカのワシントン DC に 22 年住ん

でおり、しばらく日本にはご縁が無かったので

すが、昨年から色々な大学等で講演する機会を

持つようになりました。今日も本当に楽しみに

参りました。

今日の講演タイトルですが、私は大学を出て

から 40 年経ちまして、その間に本当に人生は

長いなと思うことが多く、世界は広いなと思う

ことが多かったので、女性の皆さんに限らず若

い方がもしもこれからどうなるのかなと不安に

思っていらっしゃるとしたら、まだまだ人生は

長いですよとお伝えしたく、このタイトルを付

けさせて頂きました。

私の履歴書

科学者を目指して京都大学工学部に入りまし

たが、高校までは非常に人見知りで、なるべく

人と話さなくていい研究者になりたいと思って

いました。ところが、「期せずしてバイオテッ

ク起業家となる」という転機がやって来まして、

またその後に、ワシントンでインキュベーター

を立ち上げるというターニングポイントがやっ

て参りました。去年からは日本を対象にして、

日本型モデルにも取り組んでいますので、今日

はそれについて少しお話させて頂きたいと思い

ます。

山口県下松市という小さな町に生まれ、私の

両親は学生時代にあまり満足な教育を受けられ

なかったということもあり、子ども達には良い
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教育を受けさせたい、あるいは自由な人生を

送ってほしい、男女ともに平等な人生を送って

ほしいという思いがあり、私たちきょうだいは

皆同じように育てられ、姉も私も京大の工学部

に行くことができました。

当時、京大の工学部には 1000 人近くの学生

がいましたが、女性は 6 人しかいませんでし

た。それで私の担当教授は、自分では全部は教

えてあげられないかもしれないということで、

私をミュンヘン工科大学に送る手配をしてくだ

さいました。1 年余り、ミュンヘン工科大学に

行き、それが私のターニングポイント、京都大

学に来たことに続いて２つめの転機になりまし

た。知らない所に行って、自分ひとりで決める

しかないという経験をしたことが、後から考え

ると非常に良い経験でした。もし京都大学に居

たままであればいろんな方が助けてくれますの

で、あまり何も考えずに大学生活を送ったかな

と思いますが、ミュンヘンに行き、もちろん研

究もしないといけないのですが、「自分で決め

る」ということをしてみて、それが意外と大し

たことないなと思える経験をしたのが良かった

かなと思います。

ところが、日本に帰国したらドクターは取っ

たものの就職がないという状況で、困ったなと

思いながらポスドクを 2 回しました。この頃は

まだ科学者でありたいと思っていました。

期せずして起業家の道へ

その後に「期せずしてバイオテック起業家と

なる」という時期が来たのですが、これも本当

に「期せずして」、ポスドクをやっていた時に

革新的なアイデアを持っている研究者に出会

い、その方と一緒に起業していくということに

なります。

共同創業者の上野博士は素晴らしい天才型の

研究者で、二人で共同創業した会社は２つと

も私が CEO をして、上野博士は CSO（※ S ＝

Science）をやっておりました。この方の発明

が素晴らしかったのは、1986 年頃にプロスト

ンテクノロジーを発見し、損傷した細胞だけが

生体内で修復していくという現象を見つけた方

で、そのアイデアを基に２つの薬を作ることが

でき、いろんな賞も頂きました。

私たちがもし大学の中のポジションにこだ

わっていたら、これはやっていなかったと思い

ますし、薬にもなっていなかっただろうと思い

ますが、まだ若かったですし、とにかく最後ま

で画期的新薬を作りたいという思いが直感的に

しておりまして、それでキャリアを変えてバイ

オテックビジネスをしようと思い、転身してい

くことになりました。

ところが、これは後から分かったことですが、

医薬品というのは実はそう簡単なことではなく

て、「数万分の一の成功確率」と言われたり、「15

年以上の開発期間」が必要であると言われたり、

「数百億円を超える莫大な開発費用」がかかる
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と言われます。私たちはこれを全く知らなかっ

たわけで、これを知っていたらやったかどうか

分かりません。知らないということは素晴らし

いことで、そのおかげでやることができました。

最初の起業、渡米して第２の起業

最初の会社は大阪でアールテックウエノとい

う会社を創業したのですが、その頃はいくら

バイオテックカンパニーを作りたいと思って

も、お金を出してくれるところがありませんで

した。ベンチャーキャピタルも無かったです

し、銀行さんも担保がないとだめと言っていた

ので、それで私たちは上野博士の父が経営して

いた上野製薬株式会社にスポンサーになっても

らって、その中の工場の一部を借りてやり始め

ました。ですから最初は、企業内起業です。

新卒の社員さんと定年退職された方等で 15

人のチームを作って、ゼロからスタートして緑

内障の薬を作っていきました。この時に 80 億

円を借り入れていますが、40 億円はスポンサー

の会社から借りて、残りの 40 億円はその当時

の開発銀行からの借り入れと、販売権を大手製

薬会社に売り、それでお金を集めていったわけ

です。

最初の薬は緑内障・高眼圧治療薬ですが、有

り難いことに 1994 年の承認発売から 24 年のロ

ングセラーになっています。

私としては、これがプラットフォームテクノ

ロジーだと思っていて、絶対もう１つ、もう３

つぐらい新しい薬が出来ると思っていました

が、スポンサーであった会社からは支援が打ち

切られることになり、どうしようかなあと思っ

ていました。しかし、やはりこの大発見と思っ

ているものに命を与えたいなあという思いが

あって、それでアメリカに行く決心をしたわけ

です。それが 1996 年です。

渡米して創業したのがスキャンポファーマ

シューティカルズという会社ですが、この時、

本当に有り難いことに最初の薬の特許収入が入

るようになっていましたので、それを全額使っ

て、次の薬を開発するという決心をしてアメリ

カに渡り、この小さな会社を作りました。「２

BR（ベッドルーム）コンド」と言ってマンショ

ンですけれども、オフィスもサンプルも全てそ

こにあるというようなところからスタート、再

出発しました。

この amitiza という薬は便秘症とか腸症候群

治療の薬で、もともとそんなに医薬品が要ると

思われていない領域ですが、しかしながら非常

に重症な病気で、困っている人も多く、ニーズ

も非常に大きなところだったので、私たちと

してはマーケットが小さかったとしても回収

可能な開発費で薬を創り、患者さんに届ける

ことができれば一番いいと思っていました。

最終的に 200 億円の資金調達が必要でしたの

で、多くの部分はファンドレイズしながら何と

か開発を続けていきまして、結果的に最短で承
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認を受けることができまして、現在は全世界

で 6000 億円ぐらい売れていると思います。会

社も NASDAQ 上場を果たし、コアとなる人が

110 人ぐらい居る会社となりました。

21世紀型ビジネスモデルを目指した第３の起業

2005 年頃には自分の起業家人生を少しふり返

るようになっていました。それまでは前しか見

ていなかったので後ろをふり返ることは全くあ

りませんでしたが、何となく今後もこれを繰り

返そうか、それとも違う方向に行こうかなと思っ

ていたときに、少し疑問を感じたのです。メガ

ファームから販売される薬は先進国が中心であ

るため、世界 76 億人の中の 5 億人とかせいぜ

い 10 億人をターゲットにした薬を創っているこ

とになり、他にもたくさん薬を待っている人た

ちがいるにも関わらず、全然アクセスできない

わけです。我々ぐらい小さな会社ですと販売権

を売ってしまわないといけないので、自分達で

アクセスすることも出来ず、2010 年頃に今まで

と少し違うことがやりたいなと思い始めました。

全く新しい形のワクチンを創るために３つ

めの会社を共同創業して今ちょうど 5 年目で

すが、この VLP セラピューティクスという会

社は「典型的な起業」で、「経済的成功も社会

的インパクトの創出も目指す 21 世紀型ビジネ

スモデル」をやりたいと考えています。21 世

紀型ビジネスモデル、Profi t & Impact モデル、

あるいは Profi t & Purpose モデルとも言いま

すが、プロダクトを売ること、あるいはサービ

スを提供することそのものでどんどん世の中が

良くなっていくというビジネスモデルを目指し

てやっています。

私がスタートアップを目指している方に伝え

たいことは３つありまして、１つは革新的なア

イデア、革新的なテクノロジーを持っていると

いうこと。それから、人がやっていない分野に

進出するということ。もう１つは社会全体、地

球全体にインパクトを与えるようなことを考え

てやってほしいなと思っています。いま現在

マーケットがあるかどうかよりも、将来どうい

うマーケットが生まれるのか、将来どういうふ

うに世の中が進んでいくのか、5 年後・10 年後

を考えていただいてチャレンジして頂くといい

なと思います。

なぜ怖くなかったか

以上が私のバイオテックビジネスにおいての

３つのスタートアップのストーリーですが、２

つの薬を完成させたことや会社を２つ創ったこ

と、その２社が上場したことで、色んな方に「な

ぜ怖くなかったか？」と聞かれることがとても

多くなりました。それで私自身も、なぜ怖くな

かったのか、真剣に考えるようになりました。

その「怖くない感覚」というのはどうも、自分

の目の前に登っていく山が見えている感覚、自

己効力感 self-effi  cacy と言うそうですが、まだ
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やっていないのにやれる感覚、まだ飛んでいな

いのに飛べるのではないかという感覚のことを

言うようです。

「山が見える」というのはどういう感覚かと

言いますと、モヤモヤと考えている、何かやり

たいな、何かあるんじゃないかなと考えている

ときに、直感のように降りてくる感覚。それが

すごく大事だと思っておりまして、それが「山

が見えてきた」という感覚です。

山が見えてきたらその山をどう登るか、その

登り方が「ミッション」です。何をしたらいいか、

ということですね。山の一番上が「ゴール」で、

私の場合ですとこういう薬を創りたいとか、誰

も創っていない薬を創りたいというのがゴール

です。そして、ゴールまで行ったとしたらそこ

から見える景色を「ビジョン」と呼びます。重

要なことは、山の下からではビジョンは見えて

もいないんですね。登ったら見えるだろうとイ

メージする風景がビジョンです。山を登り始め

るためにはチームも必要ですし、ハードワーク

も当然ながら必要ですし、勇気も要るし、発明・

発見となるテクノロジーも必要です。それらが

あって最後にこの山を登ったときにイノベー

ションが完成するということだと思います。

イノベーションとは何か

発明・発見というのはinventionですが、発明・

発見とイノベーションの違いは一体何でしょう

か。発明・発見というのは実は、1 人でも出来

る。他の人がやっていないことであれば、発

明・発見なんですね。それがどういうふうに世

の中に認められていくか、世の中にどうインパ

クトを与えていくかというのはあまり関係あり

ません。もちろん、そのインパクトによって大

発明であったり小発明であったりしますけれど

も、基本的には前の人が何もやっていなければ

発明・発見であり、「ゼロから１を作る力」、個

人の力で出来ることですね。　　

その次に「１から 10 を作る力」、ここでチー

ムの力が必要になりまして、大体 5 ～ 6 人から

7 ～ 8 人と言われています。その人達が集まっ

て、なおかつこのゼロイチの発明を信じている

ということですね。これが素晴らしいと信じ

ている人が集まって、POC：Proof Of Concept

と言いまして、このコンセプトを最初に証明し

てみる、仮説を小さなスケールで証明してみ

る。それから次の「10 から 100 を作る力」に

なると組織の力が要りまして、形としては「ア

ウトプット」と言っているところになり、「100

から 1000 を作る力」になれば「社会の力」になっ

ていきます。

社会が受け入れるような力を持つインパクト

が出てくるようになりますと、「問題・ニーズ

から起こるイノベーション」になっていきま

す。社会の課題を解決するというのは、ここの

事を指しますが、私たち日本人というのは、30
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年前から 40 年前の科学者を含めて、全員ほと

んどが「ニーズ」よりも「発明・発見」のほう

を一生懸命やっていました。それが最後どうい

うふうな形で問題やニーズの解決に繋がるかと

いうのはあんまり考えなかったんですね。考え

なくても良い時代もあるし、そういう学問分野

は確かにあります。

ところが今は、社会的問題や地球の問題が喫

緊の課題になってきているので、シーズから起

こるイノベーションとニーズから起こるイノ

ベーションをつなぐ力がとても大事、そこが若

い方々に考えてほしいところです。

ではどうやって繋ぐかということですが、日

本人の方はゼロイチを作る力はそう弱くはあり

ません。新しい考え方や新しい発見を手に入

れることは、意外に出来るんです。ところが、

1000 まで持って行くまでの間が抜けておりま

して、「100 から 1000 を作る力」の部分はまた

強いんですね。ここまでくると上手くいくこと

が分かっていますので、人もかけるしお金もか

けるということも強いのですが、真ん中の２つ

（「１から 10 を作る力」と「10 から 100 を作る

力」）が非常に弱いと感じます。

ですから、新しい発見を信じて証明して、そ

れをスケールしていく。メジャーしてスケール

していく、それが弱くなっているのが解決すべ

きところかなと思います。

イノベーションは連続的か

時間が経つとともに第一のイノベーションか

ら第二、第三、第四と移っていくのですが、第

一のイノベーションというのは大体緩やかにス

タートして、急激に上っていきます。そしてや

がてまた、フラットな状態に達します。例えば

商品開発では、最初は研究開発をしていて何も

していないかのように見えます。しかし、ある

日突然その商品が仕上がって売れ始めて、どん

どん上がっていくわけですね。ところがまたマ

キシマムに達して止まってきてしまう、そうす

ると第二のイノベーションが必要になってくる

わけですが、ところがなかなかイノベーション

が起こらない。

なぜ、イノベーションが起こらないのか。そ

れは、第一のイノベーションが天井に達したと

ころでいくら努力しても、第二のイノベーショ

ンの起点は見えないし起きないんです。第二の

イノベーションの起点を作るためには、別の次

元に跳ばなければならないのです。

そのときに、1 人なら跳ぶことができます。

イノベーションに一番大事なのは right place, 

right time, right thing で、その３つが揃ったと

きに初めて跳ぶことができるわけですが、皆で

考えていると遅くなってしまうし、意見もまと

まらなくなってしまう。ものすごく良いアイデ

アだなと思ったとき、跳べるなと思ったときは、

1 人で（もしくは少ない人数で）まず跳んでみる。
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そして、跳んだ先で新しいものをつくり始めた

ら、元の場所にはしごをかけてあげる。少ない

人数でやることを怖がらない、少ない人数のほ

うが跳べる、leap しやすいということが証明さ

れつつありまして、だからこそこのスタートアッ

プというシステムは非常に重要です。善意や厚

意で色んなことを話したり検討したりするわけ

ですが、大勢だと跳べないんですね。ある意味

では跳ぶ人たちを無条件に応援する、何かあっ

たら支えるから大丈夫と言って跳んでもらうこ

とが、イノベーションにとっては大事です。

イノベーションを促進する要件

どうすればイノベーションがたくさん起きて

くるかという仮説を立てていますが、１つは「ひ

とりで考える安全な場所」ですね。先ほども言

いましたように 1 人で跳ばなければいけないシ

チュエーションも多いですから。そして「時間

と空間の共有」、「非日常空間」にいるというこ

とが大切です。私のケースですと、田舎から京

都大学にやってきました、京都大学から縁あっ

てミュンヘンに来ました、というような話です

よね。皆さんもたぶんそういった経験があると

思います。１週間ニューヨークに行ってきたと

か、短くてもいいのです。1 人あるいは少ない

人数で行ってみることが大事であり、「オープ

ンで多様性のある場所」がイノベーションに非

常に重要です。

そして、イノベーションのマジカルナンバー

というのが実はありまして、最初に誰か新しい

ものを発見するんですが、それは１人にしか分

からないわけですよね。そこに 2 人目となる人

が「わかる！」とやってきて、3 人目がやって

きて、4 人目がやってきて、7 人とか 8 人になっ

たときに一気にそれがイノベーションに向かっ

ていくと言われています。しかし、その 8 人が

同じ人ではダメなんです。違うバックグラウン

ドを持った人が集まってきたときに、爆発的な

イノベーションが起こると言われています。

さらに、先ほど言いました自己効力感、self-

effi  cacy を喚起する、そしてセレンディピティ

（偶然の出会い）を起こすようなシステムを作っ

てあげることがエコシステムであると考えてい

ます。

私たちが行っているインキュベーター事業で

は、ワシントンのジョージタウンにある古い建

物をイノベーション促進のための「非日常空

間」として運営しています。1780 年ぐらいに

建てられたもので、その歴史を残すと同時に中

を全面改装して、新しい空間にトランスフォー

ムしています。「ハルシオン」と名づけたこの

家の中には、住むことができる空間が 10 部屋

ぐらいあります。あとはスタジオやミーティン

グルーム、サロン、図書館、バーがあったりし

ます。そこに、若手社会起業家やアーティスト

が住んでいます。一生住んでいたら非日常空間

ではなくなってしまうので、ここには５ヶ月間
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住み、その後は通ってきます。　　

何が良いかというと、このスペース自体が非

常に他の人も来たくなってしまうようなスペー

スに作られているんですね。だから投資家も来

るし、大学の先生も来るし学生も来るし、メン

ターやコーチをやりたいという人もくるし、政

府の役人も来るし、政治家も来る。要は魅力的

な場所を創り、魅力的な人を入れると、自然と

人が集まってきて、先ほど言ったイノベーショ

ンが起こりやすい密度が出来上がります。

女性起業家のための投資ファンドを創設

ハルシオンでのインキュベーター事業によっ

て、フェローの人達が 550 人の雇用を生み出し

ました。そしてインパクトを与えた人が 70 万

人ぐらい、お金も 50 ～ 60 億円ぐらいを創出し

ているという結果になっています。良かったな

と思うことは 51％が「女性を設立者に含む」、

60％は「白人以外を設立者に含む」という結果

になっていて、非常に多様性があることです

ね。この結果に非常に喜んでいました。

しかし何に次の問題を発見したかと言います

と、女性に全然お金がつかないんです。アイデ

アやその人の資質からしても全く遜色が無いの

に、女性起業家にはなぜかお金が全然入らな

い、要は投資されないんですね。いくら何でも

これはおかしいなと思いまして Kate（共同設

立者）と一緒に調べ始めましたら、アメリカの

ファイナンシャルセクター、例えば大きな銀行

や証券会社のファイナンスの意思決定プロセス

の 95％が男性なんですね。そして、おそらく

白人男性なんです。無意識のバイアスによって、

お金を出す人はどうしても自分に似た人に出し

てしまうという傾向があります。大学の先生た

ちももしかしたら自分に似た人にポジションを

あげたり予算をつけたり、というのがあるかも

しれません。これは無意識です。

そこで、ワシントンのビジネスで成功してい

る女性が集まりまして、”WE Capital”という

投資ファンドを作りました。大体の女性はあま

り投資をしていなかったんですね。しかし、女

性が投資家側に回らないと、女性に頑張れ頑

張れと言うだけではダメだと、それはすごく

unfair だということに気がつきまして、女性

を CEO として持っている会社に投資していく

ファンドを立ち上げました。一般的にファンド

マネージャーもものすごく男性が多い職業です

が、WE Capital のファンドマネージャーは女

性です。いま 2 年目になりますが、大体 30 ～

40 億円ぐらいのお金を投資しています。
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若者へのメッセージ

私自身は何も最初から問題が分かっているわ

けでもないし、ゴールが分かっているわけでも

ないのですが、問題が起こったときあるいは何

か変だなと思ったときに、なるべく解決をしよ

うと自分でも考えていますし、周りにいる人た

ちとその問題をシェアすると共感が集まって、

みんなが動き始めていきました。

ですから今日、若い方に申し上げたいことは、

決して若いときに私の人生の全てを見ていたわ

けでもなければ、目標を作っていたわけでもな

く、その時その時に目の前にやってくる希望や

夢、あるいは困難なことや疑問点を解決するた

めに一生懸命やっていたら、長い間には色んな

ことが出来てしまったということです。

そして、私たちがよく言いますのが“Passion 

is Contagious!”、どんなバッググラウンドの人

もここに来たらなぜかやる気が出て、将来に向

けて楽観的になって何か出来そうだという気持

ちがする、パッションは伝染すると言うんです

ね。ですから、大学であっても会社であっても、

あるいは地方自治体であってもそういうパッ

ションが“contagious”する場所を創っていく

ということが今後非常に大事なのではないかと

思います。

「知の深化」（1 人で居られるということ）、

それから「知の探索」（適度なストレスがある

場所、そして非日常空間がある）、そして「知

の融合」（ある程度の密度が要る、いろんな才

能の人が集まる、そしてオープンで多様性があ

る）ということが一番大切かなと思っています。
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平成 26 年度に実施された企業における女性活躍推進に関する

調査に基づいて、大阪の企業における女性管理職登用の状況をご

説明します。まず、企業の中で女性の部長・課長相当職がいると

回答した企業は、全体の約 3割です。企業が女性を役員・管理職

に登用する理由としては、性別を問わず登用していくことが企業

成長に不可欠であること、女性視点での商品・サービス開発は、

企業にとって大きなメリットがあること等が挙げられます。

女性の役員・管理職への登用に具体的なメリットがあることがわかれば、企業も、より積極的

に女性活躍推進に取り組むのではないかと思われます。一方、女性管理職が 10％未満の企業は、

全国平均が 81.1％に対して大阪の企業は 84.3％と、全国平均と比べても高く、女性の継続就労や

管理職登用にはまだまだ課題があると言えます。

企業が女性を役員・管理職に登用しない理由として、候補となる女性従業員の絶対数が少ない、

との回答が多いです。大阪では、女性の就業率が全国でワースト 3と低く、かつ育児期に離職す

る女性も多いことが、調査結果にもあらわれています。

女性が管理職になることを希望しないのは、家庭と仕事の両立が困難であると考える女性が多

いからだと思われます。女性の管理職を増やすためには、男性の長時間労働を中心とした働き方

を改め、家事育児参画を促進することが必要です。

大阪商工会議所では、企業における女性活躍推進のため、｢大阪サクヤヒメ表彰｣ や、各種研修・

セミナー等さまざまな事業を行っています。女性の管理職登用促進には課題も多いですが、今後

も皆様と一緒に取り組んでいければ、と思います。

Ⅱ 報　告
報告１　「大阪における女性活躍推進の状況
　　　　　　～管理職登用の観点から～」

大阪商工会議所 人材開発部 研修担当課長　本　奈美 氏
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積水ハウスは、意思決定の場に女性を増やし多様な視点で企業

の成長を促すため、2020 年に女性管理職をグループ全体で 200

名（5％）輩出することを目標に掲げています。本日は、その実

現に向けた具体的な取り組みをご紹介します。

1つ目は、管理職候補者に対して、約 2年間のカリキュラムに

よって実施される「積水ハウス ウィメンズ カレッジ」（女性管理

職候補者研修）です。全国での選抜制（毎年 20 名定員）で、現

在まで５回の実施で約 100 名が参加し、うち 38 名の管理職を輩出しています。

2つ目は、スペシャリスト育成で、優れた技術を持つ社員に社内資格を付与する制度です。若

手社員でも応募要件をクリアして目指すことが可能で、スペシャリストに登用されればハイレベ

ルな経験値も付くことから、管理職候補へのステップにもなっています。

3つ目は職域の拡大で、現場監督のように、今まで女性があまりいなかった職域に女性を登用

することにより、均等度（男女同じ仕事ができているということ）を高め、新しい視点によるイ

ノベーションが起きることを目指しています。

4つ目は、育児や介護中の社員の両立を支援するための在宅勤務で、家に社給のパソコンを置

いて、週２回を限度として通勤時間を業務時間に当てて業務時間を確保する、柔軟な働き方を推

進しています。

5つ目は、育児が昇格に不利にならないような取り組みとして、業務実績をビッグデータから

｢見える化｣ することで、客観的で公正な評価を行うことを可能にしています。

さらに、全社をあげた ｢イクメン休業｣（男性社員 1ヵ月以上の育児休業完全取得）推進など

の取り組みにより、今後の働き方改革に繋げていきたいと考えています。

報告２　「女性社員の上位職登用の取り組み」
積水ハウス株式会社 CSR 部長　小谷　美樹 氏
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4 つの異なるセクターから意思決定ポジ

ションに就いて活躍される女性をパネラー

として迎え、”decision maker”としての生

き方や働き方についてお話いただきました。

○折原　いろんな分野の人が、いろんな御

苦労やチャレンジをされている実情を伺

いたいと思います。御自身のプロフィー

ルと、decision maker にちなんで、何か人生の転機における decision やリスクの経験などを

御紹介ください。

○呉　男女は平等で、世の中の半分ずつを支えていこうという毛沢東の考えが、わたしの原点で

す。両親は大学教員だったし、小さい頃から、周囲の大人は皆、子どもを持って夫婦で働いて

いました。

　　わたしは、中国の大学と大学院で第 1外国語として日本語を勉強しました。大阪大学のドク

ターの途中でチャンスに恵まれ、京都工芸繊維大学の助手に就職し、6年間働いた後和歌山大

学へ赴任しました。日本に来てから、自然の流れで、夫婦で協力しながら、研究、子育てと今

日までやってきたので、まず一歩一歩前に進んで、ここまで来たのかな、と思います。

Ⅲ パネルディスカッション
“decision maker”としての生き方
　～多様なセクターで活躍する女性を迎えて～

　　　　　【パネリスト】 S&R 財団最高経営責任者（CEO）兼理事長　久能　祐子 氏
和歌山大学　理事・副学長　呉　　海元 氏

近畿経済産業局　通商部　国際化調整企画官　内海　美保 氏
ゴールデンダンス株式会社　代表取締役　中谷　明子 氏

　　　　　【ファシリテーター】 大阪市立大学 大学運営本部　事務部長　折原　真子 氏
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○内海　就職するとき、まだ雇用均等法施行の少し前でした。仕事をしていた母をみて、自分も

一生働いていこうと思っていました。ところが、企業の内定式で、｢女性はこの会社で結婚、

もしくは出産までの 3年、5年、完全燃焼してください｣ と言われて幻滅し、内定を辞退して

結局公務員になりました。産業人材政策の課長時代、予算のない中、「ジョブスタディーコラボ」

という、大企業・中小企業と我々と大学とタッグを組んで、一切お金を使わずに事業をする仕

組みをつくりました。毎週木曜日午後 6時半から、そこに行けば必ず企業の担当者に会えると

いう企業と学生の出会いの場づくりを、3ヵ月間毎週行いました。大変でしたが、今振り返れ

ば面白い経験をしてきました。

○中谷　卒業後、企業に勤め、例に漏れず、出産と同時に退職し、子育てをしながら家庭にどっ

ぷり入っていました。ある日、主人が、知り合いの会社から、こんなものがあったと家に持ち

帰りました。私に耳をふさいでごらんということで、指で耳をふさいで、主人がそれをわたし

に当てて試したところ、音が聞こえるということで、それが骨伝導（注：骨の振動で伝えられ

た音=「骨導音」を聴くしくみ）との出会いになりました。そのとき、これを本当に世の中の

人に知らせることで、聞こえない人も聞こえるのではないかと、ビビビッと来ました。

　　常々主人が抱いていた、人のためになる社会貢献できるような仕事に携わりたいという思い

を実現したいと、本当に久能先生のおっしゃるような直感で、現在の会社を立ち上げました。

21 世紀は女性もどんどん社会に貢献していく時代ということで、私が代表を続け、主人は骨

伝導の開発に取り組み、開発と会社経営という二人三脚でやってきました。

　　いろんな壁にはぶち当たりましたが、この骨伝導を世の中に伝えて多くの人を笑顔にしたい

という思いで、子育てや親の介護という苦難を一つ一つ乗り越えてきました。

○折原　久能先生は、大きなご判断をするときも、怖くなかったということですが。

○久能　できることは全てしようと思ってきましたが、もちろん、ベストを尽くしても、うまく

いかないケースもありました。しかし、会社をつくることは女性にも向いており、女性にとっ

ていいこともあると思います。自分がトップでボスなので、何でも自分で決められるという意

味では自分には向いているように思います。また、もしかしたら中谷社長も一緒かもしれない

けれど、サイエンスベース、理工科系ベースの仕事では結果が出せます。データが出せるとい

うのは自分にとってプラスだったように思います。特に証拠（エビデンス）が出せる仕事とい

うのは、やはりすごく女性に向いているのではないかと思います。

○折原　さまざまな分野で、皆さん、本当にフロントランナーとして、女性が少ない分野で切り
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ひらいてこられたのだなと思います。政府は、社会のあらゆる分野において「指導的地位」に

占める女性の割合を、2020 年までに 30%程度にする目標を掲げています。日本での研究者に

占める女性の割合は徐々に上昇していますが、15.3％ということで、世界的に見れば、まだま

だ低水準なのはなぜでしょうか。それぞれの分野の課題について、何か実体験に基づく実情や

お気づきの点等があれば、伺いたいと思います。

○中谷　最初十数年前、異業種交流会等に参加させていただいても、本当に男性の方ばかりでし

た。そんな中で、商工会議所さん等により、女性起業家等をつなぐ機会をつくっていただいて

参加することにより、頑張っていこうという気力がわいて、すごくプラスになりました。

○内海　当局でも LED関西（Ladies’ Entrepreneur Discussions）というプロジェクトを何年か

前から始め、女性の起業家を応援しています。女性起業家にビジネスプランをプレゼンテーショ

ンしていただき、それに対して、企業や金融機関などがサポーターとして継続的にフォローアッ

プするという仕組みです。

　　イクメンも増えつつあり、世の中は今、転換期だと思います。女性管理職の方も増えていく

と思いますが、その時に一番問題なのは、男女ともの意識改革です。特に女性は月 1回、2ヵ

月に 1回でもいいので、女子会に参加する等、外部とのネットワークづくりをすることが重要

です。女性だけでなく、応援してくれる男性もいますし、様々な人の考えに触れる中で、意識

が変わっていくのではないかと思います。

○久能　アメリカへ行って大分経ってから、女性大使の会に参加する機会がありました。女性大

使がそのとき 50 人ぐらいいたのですが、それが女性の decision maker との出会いになりまし

た。そこで、やはりポジションを持った女性の人たちとのつながりが非常に大事だなと私自身

も思い、すごく気が楽になりました。自分たちのやりたいこと、やるべきことをして、結果を

出し、お互いに協力し合うことで、これからどんどんよくなっていくのではないかと思います。

自分の経験から女性が 30％を超えることで、もっとコラボラティブ、協調型の仕事をしたり、

不必要な競争をしないようにしたり、働き方自体が変わるなど、いろんなことが証明されてい

くのではないかと思います。指導的地位に占める女性の割合の 30％という力を是非発揮して、

今までの価値観を変えるというのを、私は死ぬまで言い続けたいと思います。

○呉　和歌山大学は、新しく観光学部と国際観光研究センターが立ち上がって、国際的な人材が

集まり、そこを中心とした女性の活躍は、一気に増えました。

　　ただ、システム工学では、せっかくドクターを取り、講師まで順調に昇進したところで、結
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婚して、家族のために辞めた女性が 2人もいます。夫をサポートするために自分を犠牲にして、

フルタイムのポストを諦めた女性の先生もいますし、子育てに参加しながら妻の研究のサポー

トをしている男性の先生もいます。心からサポートしたいと思いますが、やはり女性の先生が

フルタイムでないと補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」では支援できな

いとのことなので、残念でたまりません。

　　自分の体験でも、一人で家事・育児と仕事の両立をするのは非常に困難で、夫のサポートが

非常に重要であります。せっかくダイバーシティの取り組みをしているので、本当に必要な先

生方を男女共に支援していきたいと思います。

○折原　ありがとうございます。また、文部科学省にも、制度の改善ということも、代表機関と

して取り組みたいと思います。また、より効率的に、家事労働からもある程度解き放って、自

分の時間をどうつくるかという工夫が必要ですね。

○久能　将来的には、在宅勤務や、短時間勤務になっていくと思います。今ＡＩができているの

で、家事労働の環境は変わっていくのではないと思います。こう言うと怒られそうなのですけ

れども、女性が家事労働などにおいて、こうあらねばならない、と思っていること自体から、

unleash（束縛を解く）されなくてはいけないのかなと思うんですよ。夫や上司がつけたわけ

ではないのですが、首に紐がついていてそれを外すというは、勇気が要りますが、皆で外して

いくと、意外と大したことはなかったね、というのがあるような気もしています。

○折原　いわゆる無意識の偏見、ステレオタイプ的な考え方から、どう自分自身を解き放つかが、

今問われていますね。

○内海　子育て中の後輩に、子育ては次世代を育てる立派な仕事だから遠慮するなと言っていま

す。こうしなければいけないという考えから、男性も女性も解き放していかねばならないと思

いますね。

○中谷　今、振り返ってみたら、いろんな経験ができたほうが人生得したなと思います。子供た

ちに、お母さんが皆に感謝され喜ばれる仕事をしていることや、手伝いをすることで自分たち

も協力してくれたおかげだということを伝えてきました。

○折原　人生得したというのは、素晴らしいコメントですね。そういう人生を、いろんな働き方

の中でやっていけたらなと思います。ここで、パネリストの方に何か御質問等があればどうぞ。

○質問者　日本人全体で、自分で起業しようという人はやはりまだまだ多くないですが、それに

ついて何かヒントがあればお願います。
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○久能　起業はツールで方法にすぎないので、何をやりたいのかということが実は非常に重要で

す。多分、日本の方は、ゴール設定がちょっと高過ぎたり、低過ぎたりするのだと思います。

自分のゴールを、毎年、毎年設定していくということをしてみるといいのではないでしょうか。

○折原　最後にパネリストの皆様、学生さんもいらっしゃるので、何か一言ずつお願いします。

○久能　人生は長いし、世界は広いです。前を向いていろんなことにチャレンジし、成し遂げて

いってもらいたいと思います。

○呉　研究しながら、幸せな家庭も持って子育てもすれば、研究室の学生への教育・研究指導と

も相互にフィードバックでき、幸福感は達成できると思っています。

○内海　35 年働いてきて、やっぱり仕事は楽しいです。家庭もあり、友達もいて、女子会もあり、

それから仕事もあるというマルチな世界を持っていて、その一つ一つがとても楽しいから、希

望を持てるのだと思います。

○中谷　専業主婦であった私ですが、本当に無理という言葉はないと思います。どんな不可能を

も可能にできるだという思いで、私自身も、まだまだ挑戦し続けていきたいです。

○折原　皆様、本日はどうもありがとうございました。
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